
令和２年度  桜丘中グループ 

小中連携研修会実施報告 
 

１ 令和２年度の小中連携研修会について 

（１） 研究構想 

   

 

 

 

 【昨年度までの成果と課題】 

成 果 課 題 

○ 授業参観を通して、普段見ることができな

い中学校の授業の様子や生徒の様子を見るこ

とができた。教科指導についての意見交換を

行うこともできてよかった。 

○ 話合いの時間を確保できたことで、各学校

での取組状況や児童・生徒の実態を確認する

ことができた。 

○ 共通実践事項を全職員に提示することがで

きた。 

・ 授業時数の確保が厳しい中で、どのように

小中連携を充実させるかが難しい。 

・ 例年より分科会の話合いの時間が確保でき

たが、それでもまだ短い。 

・ 共通実践事項をなかなか各学校で実践につ

なげることが難しい。 

・ より日常的に小中の職員が連携をとれる場

の確保が必要。 

 【令和２年度の小中連携実施上の課題】 

  ・ ３校の全職員が集合した会を開くことが難しい現状にある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次年度の小中連携研修会へ 

【令和２年度 小中連携 研究主題】 

中一ギャップの解消を図る小中連携の在り方 
～児童・生徒の不安感に寄り添った実践を通して～ 

 

【小中連携研修会の目的】 

   小・中学校の円滑な接続のために、小学校と中学校が連携を深め、９年間の学びの連

続性を追求することを通して、確かな学力の育成や生徒指導等の充実を図る。 

 

 

【研究主題について】 

 今年度は各校の職員が一堂に会し、研修を行うことが難しい状況である。また、これまでの本

会では、教師の考える「中１ギャップ」に基づきその解消について協議を行ってきたが、児童の

意識調査を実施したことはない。この機会に、各校の小学校６年児童・並びに中学校１年生の生

徒の意識調査を実施し、児童の不安感がどこにあるかを把握した上で、各校での指導方法の工夫

について考えたい。 

【研究方法】 

・ アンケート作成・実施 → アンケート分析 
・ 結果に基づく対応についての話合い・実践 
・ 成果と課題のまとめ 



（２） アンケート概要 
   各校の児童には以下の設問で、アンケートを実施した。 
【実施期日：令和２年５月上旬   

対象：桜丘中学校１年生125人 桜丘西小学校６年生77人 桜丘東小学校６年生76人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）アンケート分析結果 

  学習面について 

  ・ 「テスト勉強」や「テスト後の順位発表」について、児童・生徒が不安に感じている。 

→ 小学校では単元ごとに市販のテストを使用しテストが実施されている。カラーで印刷さ

れた問題用紙にそのまま解答を書き込む点も、教師が課題を作成し、解答用紙を用いて解答

していく中学校のテストと大きく異なる点であると言える。中学校では中間考査・期末考査

の期間が定められ、範囲の広い内容について短期間でテストが実施される。実施方法の違い

に、児童・生徒は戸惑っているようである。 

また、中学校ではテスト実施後に、学年順位や偏差値が示される。小学校在籍中に順位や

偏差値が学校から示されることはない。年度初めに実施される「NRT学力検査」で、全国

の通過率と自身の通過率を知る程度である。これらのことが「テスト後の順位発表」に対す

る戸惑いにつながっているようだ。 

・ 宿題について、不安感を抱える児童・生徒が多かった。 

     → 児童・生徒にとって宿題は、日常の学校生活と直結する身近な問題である。小６児童が大

きな不安を感じていることから、中学校での宿題の課題を意識した、小学校での内容の積み

上げが必要となる。「家庭学習の手引き」について各学校間で確認し、家庭学習の在り方に

ついて検討していくことが必要であると考える。 

  生活面について 

  ・ 「校則」に対する不安や大変さを感じている児童・生徒が多い。 

→ 小学校にも生徒指導上のきまりがあるが、中学校の「校則」との違いを見比べ、児童・生徒の戸

惑いを減らしていくよう検討することも必要である。 

      ・   「友達との関わり」よりも「先輩との関わり」や「先生との関わり」に小６児童は不安感を抱き、中１生徒

も大変さを感じていることが分かる。 

→ 「敬語」や「丁寧語」の使用が児童・生徒にとって戸惑いを感じる要因の一つとなっているようだ。

場に応じた行動や言葉遣いについて意識して継続的に指導していく必要がある。 

１ 中学校での学習について 

  次のことについて、どんな思いをもっていますか。（とても楽しみ・少し楽しみ・少し不安・と
ても不安）の選択肢の中から一つ選びましょう。 

 ・学習の内容  ・教科ごとに教える先生が変わること。  
・英語（外国語）の授業が増えること  ・テスト勉強  ・テストで順位が出ること。 
・宿題     ・部活（自分のしたいこと）との両立。 
 中学校での学習について他に心配なことがあったら、書いてください。 
２ 中学校での生活について 
  次のことについて、どんな思いをもっていますか。（とても楽しみ・少し楽しみ・少し不安・と
ても不安）の中から一つ選びましょう。 

 ・友達と関わること  ・先輩と関わること  ・友達とのラインやメールのやりとり 
 ・給食      ・先生との関わり  ・校則（学校のきまり）   ・登下校  ・部活動 
  中学校での生活について他に心配なことがあったら、書いてください。 



    ・   「登下校」について、大変だと答える生徒が「校則」が大変だと答えた生徒の次に多かった。 

→  桜丘東小の卒業生にとっては、学校までの通学距離が変わることから、大変だと感じることは想

像できる。一方で、ほとんど通学距離が変わらない桜丘西小の卒業生も登下校についての「大変

だ。」と感じている。今回の自由記述欄では、６人の生徒が「かばんの重さ」について「大変だ」と答

えている。小学校を訪れる生徒からもよく聞くことである。 対応が必要なことなのか、現状のままで

良いのか、検討してみる価値がある。 

 

（４）各校での実践事項についての話合い 

    上記アンケート結果を受け、各校の「家庭学習の手引き」、「生活のきまり（校則）」、中学校

の「テスト実施のきまり」を見比べ、今後の対応について各学校で協議を行った。今後の対応

についての協議結果は以下の通りである。 

 学習面 生活面 

桜
丘
中
学
校 

・家庭学習９０分の実施の呼び掛け 

・家庭学習の習慣化について、家庭へ

の啓発（ＰＴＡ・学級通信） 

・家庭学習の個別対応（学習につまづ

いている児童への対応） 

・定期テスト前の過去問テストの実施

（中学校へのテストへの慣れ） 

・計画的なテスト対策課題の配布 

・「中学生らしい」という表現の見直し 

 （具体的に、写真も活用して示す） 

・小学校での「学校生活のきまり」をどれ

だけ守ることができているのかについて

の実態把握 

・ＳＮＳの使用についての家庭への啓発 

桜
丘
西
小
学
校 

・「家庭学習の手引き」の完全実施 

丁寧な見届け。確実な実施。（児童の

家庭学習にかかる時間の把握） 

・基礎学力の定着 

・テストの受け方を参考に、学期末テ

ストの受け方の検討（名簿順に並んで

実施、中学校のきまりの活用） 

・中学校の授業見学の機会設定 

・現時点でできることからの指導 

例：「靴下の長さ」についての指導の徹底 

・保護者への意識啓発 

（下着・靴下についてなど、早めに中学校の校

則を知らせ保護者へも意識付ける。） 

・敬語の使い方についての指導 

（目上の人への正しい言葉使いの指導） 

・ＳＮＳ、オンラインゲームの実態把握 

（保護者への啓発、情報モラルの指導） 

桜
丘
東
小
学
校 

・自信をもって取り組める学力の育成 

・宿題の量・質を調整。→中学校での家

庭学習について動画を活用した説明 

・宅習帳の活用。（モデルの提示） 

・課題の丁寧な見届け→徹底したやり直

し→考える力の育成 

・小学校での出前授業。 

・既習事項の定着。 

・正しく、丁寧に、速く視写 

・帰宅後の時間の使い方への指導 

・ルール（校則）について、語り合える雰囲気作り 

・親子でＳＮＳとの付き合い方について考

える場の設定。（スマホ教室の活用） 

・小６同士や中１との手紙等による交流 

・中学校の校則を意識した指導（共通項目の

見直し、規則厳守についての指導） 

・中学校の先生へ質問する機会の設定 

・情報モラルを含む情報教育の充実、推進 

・体験入学の実施 



（４）成果と課題 

  

５ 来年度（令和３年度）小中連携研修会について 

 （１）研究計画 

期日 会名 場所 内容等 

５月 ７日（金） 

５月２４日（月） 

８月 ４日（火） 

１月１９日（水） 

２月 １日（火） 

３月２４日（木） 

第１回小中連携研修推進委員会 

小中連携研修会 

第２回小中連携研修推進委員会 

中学校入学説明会 

第３回小中連携研修推進委員会 

小中連絡会 

桜丘東小 

桜丘東小 

桜丘東小 

桜丘中 

桜丘西小 

桜丘中 

研修会の運営計画立案 

授業参観及び研究協議 

振り返り、共通実践事項検討 

児童・保護者への入学説明会 

まとめ、次年度日程、テーマ検討など 

クラス編成・引継等 

 

 （２）研修テーマ（案） 

中一ギャップの解消を図る小中連携の在り方 
～児童・生徒の不安感に寄り添った実践を通して～ 

    今年度行ったアンケートと同一内容でのアンケートを実施し、来年度中学１年生になる生徒の

意識の変容について確認してはどうだろうか。特に、今回多くの児童が不安だと捉えていた内容に

ついて、小学校との違いをどのように捉えたのかを確認するための設問を増設し、詳細な分析及び

共通実践につなげていくことが重要であると考える。（第６・７項に素案を添付） 

なお、令和２年度の小中連携研修会の中では、各校で様々な取り組みについての具体的な案が出

された。特に３校での連携が必要となる実践事項（出前授業・小６児童による授業参観・校則につ

いての説明会・質疑タイム・中学生と小学生との交流など）について意見交換を行い、具体的な実

施へとつなげていくことができればと考える。 

 （３）研究の視点（案） 

Ⅰ 「学習上の不安感に寄り添った指導の在り方」（世話役：桜丘西小） 

   ・家庭学習の在り方、テスト実施についての情報交換→共通実践事項設定 

Ⅱ 「学校生活上の不安感に寄り添った指導の在り方」（世話役：桜丘東小） 

   ・学校生活のきまり（校則）、ＳＮＳ等の指導についての情報交換→共通実践事項設定 

Ⅲ 「特別な支援を必要とする児童・生徒の不安感に寄り添った指導の在り方」（世話役：桜丘中） 

   ・児童・生徒の実態、支援方法についての情報交換→共通実践事項設定 

成 果 課 題 

○ アンケートを実施し、児童・生徒の抱える

不安感について把握することができた。 

○ アンケート結果を基に、各校で今後の実践

事項について検討することができた。 

○ 三校で「学習のきまり」や「家庭学習のき

まり」、「生徒指導上のきまり（校則）」を交

換し、各校の内容を把握することができた。 

○ 小学校にはない「テスト実施上のきまり」

が中学校に存在することを確認することが

できた。 

・ 実際の児童の姿を見ることや、職員で意見交

換をすることができなかった。 

・ 実践事項について話合いを行ったが、共通実

践事項の設定を行うことが難しかった。 

・ 具体的な三校での実践事項（手紙での交流、

中学校の先生への質問の機会の設定、中学校の

先生からの説明の時間の設定）が上げられた

が、実施には至っていない。 

・ 出前授業の実施や小６児童による中学校の授

業参観などの実施についての意見が小学校側

から出された。具体的な実施時期・方法につい

て今後検討していく必要がある。 



３ その他 

  今年度はコロナ禍ということで、これまでとは全く異なった状況での小中連携研修会となった。 

以下の点について、来年度への引継ぎ事項とする。 

 ア 研修テーマについては、来年度の推進委員会で変更もあり得る。 

 イ アンケート実施についても、来年度の推進委員会で協議し決定する。 

 イ 現時点では、東小学校での授業参観を想定した小中連携研修会を設定しているが、新型コロナウ

イルスの感染状況次第では、実施方法についての変更もあり得る。 

ウ 会場校、分科会の世話役は、次のように輪番で行う。 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

当番校 桜丘東小 桜丘中 桜丘西小 桜丘東小 桜丘中 

学習指導 桜丘東小 桜丘中 桜丘西小 桜丘東小 桜丘中 

生徒指導 桜丘中 桜丘西小 桜丘東小 桜丘中 桜丘西小 

特別支援教育 桜丘西小 桜丘東小 桜丘中 桜丘西小 桜丘東小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪参考≫ 令和３年度 小６児童用実施アンケート（案）・・・今年度と大きく変更はなし 

 



≪参考≫ 令和３年度中１生徒用実施アンケート（案）・・・宿題（家庭学習）・校則についての設問増設 

 


